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２－５－１ 滋賀県立大学地域連携相談窓口

の設置 

 地域と本学をつなぎ SDGs の達成に向けた取組をはじ

めとする本学のシーズを生かした地域貢献を推進する

ため、地域共生センターに地域連携相談窓口の設置を設

置し、地域連携コーディネーターを配置した。 

 これまでの相談対応件数は次のとおり。 

〇 地域連携相談窓口の相談受付件数（H30・R1） 

 年度 相談対応件数 

平成 30 年度 35 件 

令和元年度 64 件 

〇連携の事例 

(1) 地域診断法 WS マニュアルの活用 

滋賀県教育委員会からの要請で、地域共生セン

ター鵜飼研究室が開発した「小学校高学年 ESD 持

続可能なまちづくり学習プログラム・ワークブッ

ク「私たちの地域の未来を描こう！」を県内小中

学校の教員を対象とする研修会で紹介し、その活

用についての講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域診断法 WS マニュアル 

(2) 長浜市高校生プロジェクト 

長浜市高校生プロジェクト実行委員会の要請

で、地域共生センター上田講師が長浜市高校生プ

ロジェクトのキックオフワークショップのファシ

リテーターを担当した。 

 

 

 

 

 

 

 

長浜市高校生プロジェクトキックオフワークショップ 

 

２－５－２ 県内自治体等との連携 

 本学は平成 22 年度より県内市町と連携協力して、地

域課題解決に資する取組を行い、地域社会に貢献する

ため連携協力に関する協定の締結を進めている。 

 平成 30 年度は、大津市と協定を締結し、第１回キャ

ンパス SDGs びわ湖大会にはパネリストとして市長が

登壇、また、同市内の企業経営者が SE コースの講師と

して出講するなどの連携を行った。 

令和元年９月５日には竜王町と協定を締結し、同町

の基本計画策定にかかる委員会の委員長に本学環境科

学部の井手教授が就任するなどの連携を行った。 

また、令和元年度は全ての連携自治体を訪問して地

域の課題等に関する意見交換を行い、連携関係を継続

的かつ実のあるものにするよう努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9月 5日、竜王町と包括連携協定締結

 

２－５ 地域連携 
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〇これまでに県内自治体と締結した連携協定の状況 

番号 年月日 協定締結相手方 

１ H23.3.24 彦根市 

２ H23.4.15 
近江八幡市、近江八幡商工会

議所、安土町商工会 

３ H23.6.23 長浜市 

４ H24.9.7 東近江市 

５ H24.12.27 米原市 

６ H25.7.3 守山市 

７ H26.6.26 
愛荘町、豊郷町、甲良町、多

賀町 

８ H28.3.30 草津市 

９ H31.1.16 大津市 

10 R1.9.5 竜王町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


